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は じ め  に

今回の 「調査研究Jの 成果は、まず本枝創〕立以来、本伎で自然学校に参

llD中の子どもたちに起きた傷おデータの集大成です。レ大 (延べ約32万人

分)な アータを案め、一目で分かるように、曖 Flし、分析を加えました。

増えているか減っているか、11日日にどんなll我が多いかなど、まずデー

タとして活用していたださたいと思います。

もう一つはりlドの小学校41i生 (lJ1 300人)の 自然活動に関する実態

を調査し、それと生活実態状況 (後ナ1付けかできるか、夢か突現できるよ

うに努力するか、友だちが困っていたら助けるかなどうとの1対逆を対べた

ものです。柏四グラフを一日見ていただければ分かりますが、令ての指標

において自然体数が当irな子のlFの方が好ましい生活実態状lLを有 してい

る、という結果になっています。まるで判ですいしたような結果ですが、

「自然体験は子どもの成長に■liJと 米直に受け取っておくべきでしょう。

兵E県 の自外学校事業が始まってから19年です。日然学校に参加 した子

どもたちがかなりの数、社会で時題し始あています。上の調査結果から考

えれば、兵庫りヽは他県に先駆けて 「よい社会Jに なり始めているはずです。

最近報 じられた 「高節者犯罪率急上昇中Jの ■ュースと比べたくなってし

まいますが、どちらの場合も、子ども、老人の問題としてだけでなく、社

会全体の問題として直位する必要があると思います。

平成19年1月

兵ロセ県立雨“!馬自然宇Ft長

森 本 雅 村
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今回の調査研究では、大きく二つのねらいを設定し、取十Hを進めました。
一つは、12年間にわたって苦PHされたほ航記いをもとにした事故等の状

況や原囚の分lFTです。茎になるデータ上が多いほど、その分析L・民の普適

性が高まることは、周知のことだと思います。そこて、llに拘lEヽ自然学

校で蓄積されている多上のデータを有効に活用しました。このテークを増

理することによって大きなⅢ故につながるすを発見し、安全な自然学校を

授7Flするための資|+として提‖にすることを研究の目的にしました。言うま

でもありませんが、野外活動や染団lj泊の形態をとる活rtは井H竹 の環境

下で実施されること、多くの子どもにとって経験値の少ない活動か用意さ

れていることなどから、者段の教育活動と比ベヨIIよの孔生する可tヒlrlか高

いと考えられます。また、子どもたちが迪度に興市したり、不安であった

り、若積lf労や寝不足が原区|では調を前すなど、体調官型にも気をつけな

ければなりません。それだけに安全管理を仙底することにより、はじめて

楽しく充実 した自然学校が保討されることになります。この,F究の結果を

もとにして、各松lt日の過去のコ「例を位証することで、さらに、自な学校

の様々な活動におけるリスクの振減につながれば子いです。

もう一つは、8然 学校体欧前の子どもたちである小学校4年 生の自然体

験の有無とその内容並びに日常の生活実態を把握し、自然体験の度合いか

生活習慣や社会社、ッじ、のとり方にどのような影響を与えるのか、その相関

関係を調べることを目的にしました。結果として自然体験の度合いか大き

い子どもほど、コ会社などが低れていることや心が広いことなどが分かり

ました。この結果は、自然学校の意義を柿とすることになりますが、逆に

向然体欧を向然学校のみに相らず、幼少畑から家庭の中で、地域社会で、

学校でさらに自然体験の機会を嬉やすことが必要だということでもありま

す。 1ヽ報機器等の発せなどでせの中が便Iけになればなるほど、人間の話能

力が減京していくことが危lRされています。こんな時であるからこそ、人

工|うな環境から離れて自然の中に飛び込むことの五要とが、一層認識され

なければならないと考えます。

平成19年1)J

兵庫県立向但ヽ自然学校

調査 研 究委員会委員長

山 田    誠
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【にじめに】

本県の自然学を尊養【と、本4rfFで,蛭 目を通えている。その間、本校をはじめ各市町数晴委員会が管理

運営する施設において、死亡車滋やそれにつながる恐れのある大きな事故t筆 牛することなく現在に至っ

ている。学校の軟育活動として実鵬 れる事業としては当然のことではあるが、このことは計画立案から

実施期間中そして解散に至るまでの学校関係者、WA、 指導員、指導制助員等の並々ならめ努力の結果

【こよるものと大きくFalで きょぅ。

mfliう によれば、 トラブルがこきる原因は、①係知、0本 法 ①手RRのホ ー 断、⑤調査

検討の不足、③制約条件の変化、O企 画不良、①価償破不良、③組親構営不良、①未知といった10項目に

分類できるとされている。そして、この内の⑩木知を除けは適切な措世を船ずることによってトラブルを

未然に防止することが可能と考えられている。また、保険業界で知られているハインリッしの法買Jでは、

IE大事故と怪我そしてトラブルの比は1129,3Xと 言われ、死亡専枚″r無ぃとてよ言え、 トラブルの多い

事例は、その茅を早期に福みとらない懐り、大きな事故につながりかわない危険性をはらんていると言わ

れているも

学校の教育ほ助としての自然学校は、学校外の活動であるため、常tt抵大事故につながる危険性を有し

ており、しかも一日雷大な事故渉発生すれば、当酸軍農の実高な理念や絶大な教育的功典t塞 数憲消する

ことは火を見るよりも明t2かである。

本報告は、開但馬自然学校がこれまで蓄積してgた事故事例や傷粛事例のアータを分析することによっ

て、大きな車散につなおrる葬を発見し、早期に摘み取ることによつて安全安心な自然学校を展開するため

の資能 して提供することを目的にしている。モして、自然学校1=係るトラブル等に関する事前の対応策

やア0グ ラム作成時に役立つ資料の提供を試みるものであるも

【方法】

平成6年度から平成17年度に施殴1こよって辞積された傷病記録をもとに、事故等の状況や原因を分析し

た。なお、調査対偉は、南rIR目線 で自然学桜に会加した児まであり、日 1に示すとおり、年度によ,

て差はあるが、近年には亡25 HX～28口め のヽ間で推移しており、分析対象とした12年間の1年 の平均遷

本利用児ま数は、26636人であった。

また、本記録で1と、年BFにより速いはあるも

のの、医務霊処Eお よび受勢快滉 (内外科別)、

月別発生件数 〈内外科別)、饉病内容内訳、受

惨内容内訳、曜日別傾病靭 況、男女別整

状況、活動別13我め発生件激、鳩所別怪我の発

生件数'4記録されており、本報ではこれらを分

析対象とした。

【括黒 考 療】

1 怪 我の発生状況の年次奏化

田 1 匹 本利用児■政 ひ9

図2は、12年P5め怪我の発生韓を示したものである。図から分かるとおり、平成6年 から11年までは、

上昇傾向にあるお4、モの後はま少傾向にあることお4分かる。また、学校督塵下の負ほ発生状況、特にJ幸

被での怪我の発生軍は、6%台 で陰傍しており'、 【の題ど比較した場合、対象とした12年間の自然学校
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での平均発生辞は00%とはく

る。
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国3 曜 日別外科宗忠の発生暮

、日常の学校生活期而と比本、自然学校が危険な状況ではないことが分か

2 雇 日別桑生状況

国3 4は 、電B,1の怪我の発生状況を示し■ものである。これまでの12年Htlで1と、図に示すように火

曜日から金曜日の発生割合がそれぞれ、217%、 251%、 207%、 210%と 高く、ll聴日、土曜日では、

それてれ、98%、 17%とほくなっている。当然のことではあるが、月曜日に施般へ入枚し、土曜日にlS

坂ら。)による く社)全 国営年の家磁議会及び

全国少年 EI然のま速輸協議会加盟の青少年教育

縫設て行われた4泊 5日 以上の日本体験活動を

対象にした経我 寂 気の発生伏況に関する研究

でも、怪我の発生車は、ユ18%で ある。これ

に比ぺ、南但馬自然学校で行われている目烈半

校での怪我の発生邸はほい値になっており、他

の事業に比べても安全ない業であると言える。

校するため、活動'卓lH Ll体が短く、このような

結果となっていると考えられる。また、土解回

に比べ、月曜自の発生tHが高い点は、土曜日が

施設の潜掃等、軽微な活glのみて退脱するのに

対し、,88Bは 、聴股での滞在時間"短 いもの

の、年後から夜聞1■かけての滞在時間お4あり、

さらに、現地の様子"`初日のため分かりづらく、

このような結果になつたのではないかと考えら

れるも

4こ とと、中鐘での気持ちのゆるみにより、注

意力の低下が起きやすいことが原因と考えられ

る。

また、国4と 、これまでの12年間ての各嘱日

の怪我の発生割合のltt移を示したものである。

近年の傾向としては、現瑠日の発生割合が低下

しており、逆に本電日の駆Ⅲ割合が上昇 してヽヽ

ることが分かる。木電日の発生割合の上昇1こ関

しては、怪我の危険性の高い活動が木曜日に配

置されているため、このような結果になぅたの

ではないかと考えられる。

児童の疲労度を考えると、金曜日に向けて発生率力!高まることが予想されたが、火曜日から金曜日の中

では、水曜宮の発生率"`面く、前述の坂らの報告と一致する結果となった。坂らの研党でも指捨されてい

るが、本報でも同峡に、これらの傾向は、メインアタティビティ (主となる活動)お【中饉に設定さtlてい
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3 餞 のJB生が多t 活ヽ勁

回5は、平成14F度に発生寧が高か,た活動の12年間の発生罰合の権移をみたものである。また、口0

は、鑑近5年間の同様の活動に打ける発生割合の‖移をみたものである。
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国S 活 動】に 我の発生幕の推移       四 6 最 近 5年同の活的別隆費の発生時の推移

図に示すとなり 野 外独飯、基18■くりの発生宙Ⅲ合が近年増加lq向にあることが分かる。野外炊飯につ

いては、坂らの研究でも、 卜 7プ にあがっており、 ヨ燃体験活動の中で最も怪我の多いVI助であることが

分かる。また、喜地づくりについては、平成1第使から実施する学校が多くなってきており、自然本奪を

斉材とすることや、のこまり等の刃物を使うため、"故 の発生輔棟が高くな,て いるものと考えられる。

4 餃 りtBHと 卿

田 7は、平成17年度に出きた怪我の椰類の割合を示したものであるも田に示すように、切り傷などの

「81傷Jが 最も多く、次いで、「打操」「捻挫 突 き,旨」となぅているも坂らの研究でも 最 も多い催殺の

稽頼は、切りに等の 「創仙 であり、次いで、「熱悔J「鑑 J「打候Jと なつており、「熱働 を除いては、

本報の結果と同際のものとなoて いる。このことから、自然学校に関わるスタッ7が応忠手当の方法とし

て 切 りほ等の上mな など対処法を知っておく必製力̀あることが分かる。また、怪我の原因て、「刃物J

が一番多かったことは、怪我の種類で、「倒傷」が一番多かぅたことからも予想される緒操であつた。さ

らに、他の原因では、「材料」「転倒」「熱顕」力【多く、坂らのlR告でも、畑位の違いはあるものの、原因

としては、ほぼ同機に、「刃物」「転割」「衝突J「熱源」によるものが多く、自然体験活動での怪我の原因

がほぼ較られる結果となった。
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■のため た 地づくりでは 力 物の遭t71な使用1方法

険性1●つヽヽて、えク)に理解させた上で活動を行う必要

4営札号1・1`

、白仏本の取扱、ロータを使rjした仲Xや 活動のFE

があると考えられる。

ね=萌
]

苺= (自分) 1い
]  |
|

ヨ |“

口
■
口
■
■
■
口
■
■
■
■
―
―
ロ
ー
ー
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
‥
日
１
日
日
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

練ツほ い

館と| 一ヽ

佑所 10ヽ

H面 0"

にお 14"

材■ 44L
lJ R 07ヽ

刀窃 2211

国1' と 地づ くり時

(3)ク ラフ ト

クラフトは、3冊日t怪我の多い活動である。ク

く、ほ我仰 4秋をlfめており、次いで、大傷、孫り

| るヽ。

図14をみれは、その原因 は、刃物が一Fr夕く、"

国12 餃 の原因 (基地づくり時)

ラフトでは 図 13に示すとお, Clり 悔が圧倒的に多

悔 本 "イなどの央物が日に人るなどのtF我が発生して

物による切り悔が多く発生していることが分かる。

|

"し 0み

的取 れ Ⅲヽ二

壊り0 14H

火, '““

,H

R言 16“

切 り常 |,昭
"中 54●t

け 11●t

図13ク ラフ ト時 回14 怪 我の原因 くク,フ ト

また ク ラフト特有のものとして、材料の加工時に‖!る木日などの紛陣が日に人るといった朽表が起き

ている。これらを考えれば、道切な刃物の健い方を額にすると同時に、それて■の活glに現れる特有の状

況にどのように対応するかといぅた児煮への安全敦打`必 要で【1ないかと考えられる。

7 活 動線面外での受衛状況

国,5 16は、活動l IFJ以外でのlI我の発生状 jtを示したものである。図15に示すとおり、活動場面外で

も、多くのlt我わイ発生していること力1分かる。

また、日'0に示すとおり そ の時‖]は、 」山時‖ル`Hi倒的に多い結果となつた。

このことと、坂らの報告でも 同 様に自由時Fltでの1 我ヽの発生割合が比較的高く R然 体験活動の中で

EI Hl時間における安全管理が盲点となoて いる可能‖:を示しており、今後、日然字弦ltr導上、日dl時間の

安全対策をどのように考えていくかjF課題といえる。

日の う“昴

切りは 20ヽ

-0 -
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図16 活動外てのほ我の発生の年次推移図15 活動中と活動以外の糧我の発生準
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〔資 料 〕

南但馬自然学校における傷病発生状況

-12年 間の自然学校統計データのまとめ―
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1 傷 病発生状

(2)鶴 病内容の内訳陽病名

① 内 科

(3)日 別発生件数 (‖!)

内科は2日 目、外科は3日 日,こ多い。

全体では,日 目、 2B目 の順に多いも

(1)発 生件数及び発生率

年度 傑硫
内 科 外 科 八

日 計

件 数 発生革(銃) 件 数 発生率は) 件 数 発生率的)

0年度 23●50 194 08 181 08 375 16

7年度 29817 289 10 N6 11 625 21

3年度 25巧 7 245 10 177 07 422 1 7

9年度 27510 300 11 271 10 571 21

10年度 27556 303 11 290 11 598 22

11年度 25469 333 13 417 16 755 30

12年度 26529 362 14 320 12 682 26

13年BF 27201 393 14 292 1 1 685 25

14年度 26291 250 10 133 05 388 15

15年度 25124 132 05 127 05 239 10

16年度 25打 7 162 06 】31 05 293 11

17年度 28140 155 06 108 04 263 00

合 計 318811 3128 10 2788 09 5910 19

内村の件数が外料の件数を上回っている。

陥 悔 病 名 件 数 割合(%)

1 発 熱  風 邪 624 199

2 霞サほ怠 気ナ不宮 575 184

3 頭    痛 560 179

4 腹 席 453 145

う 嘔 吐  嘔 気 275 88

6 咽  頭  痛 168 54

7 喘 怠 143 46

8 1心 因 98 3 1

9 鼻  付 i 血 57 18

10 脳  貧  m 6 02

11 そ  の  イ[ 169 54

合 計 3128 1000

発熱 風 邪が、一番多い。

に 傷 腐 名 件 数 割合(%)

1 切傷 擦 り傾 1041 374

2 打 撲 500 179

3 始控 突 きf旨 318 114

4 豊 刺 さ れ 217 78

5 火 傷 200 72

6 頭 の け が 87 31

7 鼻 出 血 35 30

8 日 の け が 63 23

9 】 ぢ岳 J雪のチ」 29 1 1

10 骨    折 郷 10

1 1 驚核 7レ ル■―
27 09

12 そ の  他 1弱 69

合 計 2788 1000

切う傷 擦 り傷か一番多い

1日日て月)

2 0日 て火)

0日自(水)

4日 日(末)

5日日(至)

O  F 3日( = )

口内 ■  ■ 外 科

0      200    400     C00     300

内 科 外 科 合 計

1回 目n) 389 2砲 661

2宮 目t, 743 605 1 348

3日 日I 676 701 1377

4 gtt■ 704 577 1281

5国 目働 562 586 1148

6日 目口 54 47 101

合 討 3 1第 2788 5916



(4)料 所'tけかの発生状況

晦 場 fr 名 ‖: 数 割 合 (%)

1 生活棟及Jそ の周辺 Fj25 224

2 野外枚販場 395 142

3 工作室及びその目迎 321 115

4 朝来山 竹 宙城跡 登 Ul遭 258 03

5 被内階段 道  駐 車場 196 70

6 芝生広場 大 屋根広場 ０
０

０
０ 67

7 粧内山中                 ‖     163 5 5

8 食堂 浴 室                       69 2 5

9 フ ァイヤー
場  テ ン ト'イ ト 62 22

10 森のスイーツ広場 61 21

11 th束町内 道 路 47 17

12 被外施設 41 15

奇０ "〈 円山 与 布上) 神 14

14 うり1言うの環  ト ムツーヤのイヽ屋 18 07

15 自然観察盤 周 辺 ＾
０ 06

16 せせらぎ じ ゃよし,よ池 14 05

17 ′マスの中 5 02

18 その他 （
υ

（
Ｊ 68

19 不明 (段内) 9 0 32

合 計 2 88 1000

生活棟でのけ/2F"1多い。

jB所別けがの発生状況

件
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(5) 活動別サうrの発生状況

臨 l B 所 名 件 敗 督! 合 は)

活

動

中

1 自然物の81作活動 t 4 9 8 14 2

2 野外紋嫁 食 事作り 目 出し 386 138

3 登山 ・′ヽイ■ング ０
０ 66

々 校内の山中での活動 ０
●

，Ｓ 54

5 ウす―タラリー 校 内篠検 測 題解決等 Ｏ
ι

Ａ
Ｖ 37

6 サイクリング (マウンテンタ`イク) 湾 28

7 ファイヤー ス タンツ テ ント ス Ⅲ―ツイベント ●9
宮
Ｕ

ｎ
ι

8 川遊び 37 13

0 自然般客 環 境学習 ，
０

う
０ 13

10 スポーツ活動 仰 12

肝嵐 し ナ イトハイク 31 11

12 tレ ク ト テ ,レ ンツケー“ ら
０ 0』

０
０ カメー カ ″ター 15 0 5

14 強 めぐり 他 施設見学 15
‘
Ｊ

ｎ
Ｖ

ｔ
Ｊ 選択″。グラム 10 04

16 魚のつかみどり 漁 業体験 3 0 1

17 他段との交流会 2 01

Jヽ 計 1571 韓 3

活

動

以

外

1 目的|ln明 ”ｒ”ｒ 257

2 枝内移動中 166 60

3 就寝 起 床 入 浴 食 事
０
● 4 0

4 被外移動中 (他施め 3 0 1

5 その他 〔
）

，
― 6ユ

6 不明
〔
υ 18

"ヽ 計 1217 姫 7

令 計 27範 1∞ 0

「自由時間」での発生が一番多く、

次いて 「創作活動」、「野外妖販J

全発生のうちの拘 “分の 1を占めている。

の順に多い。

(活 由 以 外 )活 勘 '1す が め "生 は凛(た 助 ■ )

II白
1

4

5

7

|

1 1

1 ,

15

1,

0       と 00      400      000     ね 00■

- 1 2 -



年度 消蟹腎応
内 科 外 科 Ａ

一 博十

件 数 発生暮(所) llt 欺 発生車伍) 7,  数 発生町は)

6年度 23950 20 01 27 01 力
！

″
４ 02

74FF 29817 21 01 ,6 01 ｎ
ｕ

■
■ 01

84BF 25457 36 01 あ 01 ハ
ち

ハじ 02

0年度 27610 40 0 1 22 01 ０
●

ど
υ 0 2

10年度 冴 556 28 01 32 01 Ａ
ｕ

ハｂ 02

11年度 25469 19 0 1 19 01 38 01

12TEE 26529 23 01 19 01 ｎ
４

イ
４ 02

J3緩 27201 51 02 21 OJ
（
Ｚ

う
１ 03

1 4年度 26291 あ 01 26 01
ハ
０ 02

Ⅲ5年瞳 25124 抑 01 25 01 55 02

16年度 25767 48 02 32 0 1 （
υ

０
０ 03

17年度 281J0 68 0 2 34 01 102 01

合 計 318811 422 01 299 は1 721 02

・発生専1ま受診件政を児童利用lt本人脚 1881 で割 ,た もの

受診状況

1)受 診件数及び受診専

割

(2)

① 内

受診内容の内訳

科 の 内 科

曇"慎 規(内■)

1∞  1 "

費lln事 (外■)

161

h 傷 棋 名 件 敗 割合(%)

1 発熱 風 邪症状 2 6 8 備 6

2 慎稿 恥 l」 下勅 硫 157

3 瑞 息 Ｏ
Ｚ

へじ 76

4 伝染性択‖及び駐Ⅲ 11 33

5 奪 麻 奈  IE疹 9 命
ク

0 入校前 よ り不調 8 19

7 耳痛 耳 下醸塵願 7 1 7

8 8 1 尿 J 0 2

9 フb 因 性 1 02

10 け い れ ん 乳 作 1 0 2

11 低   は   糖 1 0 2

12 モ の 他 14 33

合   81 422 1∞ 0

内科では、「発蔚 風 邪症状」での受務が多い。

旺 ほ 病 名 件  段 割合(%)

1 切 61 陛 81 〔
ジ

０
０ 298

2 打 張 47 157

3 突き市 修控 脱臼 Ａ
ｕ 13“

4 骨 折 て
）

０
０ 84

5 lR Iの け が 22 74

6 頭 部 の 負 傷 加 67

7 虫 HH さ  れ 15 5 0

6 歯 の 十テ ″【 12 40

9 火 尋 1 1 37

10 政 席 炎 4 13

1 1 日 の か ゆ み 4 13

12 そ の 他 10 33

合 ヨ十        1    郷 1∞ 0

外科ては、「り悔 挫 例 での文務が最も多い。

- 1 3 -



内 科 外 ft 合   計

4月 10 7 17

5月 ０
０

ハじ 52 120

6月 91 59 ｎ
）

て
０

7月 ０
フ

●
‘ 27 56

9月 ０
０

（じ 53 91

10月 ハ
Ｕ

【ｂ ０
０

〓
Ｊ

０
０

11月 70 36 106

12月 3 6 9

1月 23 1 24

2月 抑 0 90

A
目1 422 299 721

(3)月 別受診状況

(6)受 診後の縁加状況 (‖1)

内科ては2日日と4日目が多い。外科は

5日目"1多い。

(5)男 女別の受診件欲  (件 )

(件)
月筋資とな,

4月

rtヵ

O月

,月

0月

,0月

,1月

, 2月

1月

2月

利用人数と隠係しているが、内料、外Hと

も6月の受診が多い。

(4)日 別受診状況   〈 件)

内 科 外 科
A

i !

1日 目nl 3 8
Ｏ
Ｚ

Ｏ
ク 6 0

2日 目的 9 6 ｔ
υ

●
リ

ハじ

3日 g●| 8 6 67 ０
３

〓
Ｊ

幻日目的 111 硫 【ャ【ャ

5日 Bぬ 8 2 徳 160

6日 目t」 0 1 10

合 計 422 卵 ハ
‘

”ャ

日田■とな軍

日日てn)

日0(女 )

日BA,

日日て本,

自日(4)

0日 (=)

内 ■ , 外 「l 合 HI ‖サ合(%)

男 213 つ
０

大υ 406 563

女 209 106 313 43?

合 計 422 200 ,21 1000

内 科 外 科 合 Fl 削合(町)

途中婦宅 打 24 ハ
ツ

〔
】 199

参  加 換 6 275 ヽ
４

カじ 487

合 :十 422 299 ｎ
４ 1000

- 1 4 -



(7)場 所別けかの受診状況

血 場 所 件数 割 合 (%)

l 生活棟及びその周辺 的 26S

2 工作室及びその周辺 36 120

S 校内道路等 34 114

4 校内山中 31 104

5 野外炊飯場 27 90

6 朝来山 竹 口城跡 登 山道 21 70

7 芝生広場 大 屋根広場 16 54

3 校外遭路 ` 27

9 うりまうの森 7 23

10 テ ン ト フ ァイャー埋 7 23

11 浴室 食 堂 7 23

12 森のスイーッ広場 6 20

13 川 (円山 与 布上) 3 10

14 自然親察館 2 07

15 iの 他 9 30

16 不明 5 1 7

A
計 299 1000

4所 筋 す力【り■じよエ

1       11      (O      Ⅲ       31

生活棟てのけかの受診が多い。

(3)活 動'1けかの受診状況

l 1 6 場 所 件数 割 合 (%)

1 日出時間 99 331

2 工作 創 作活動 50 167

3 墓地作 り 力 97

“ 登 山 23 77

5 野外敗飯 23 7 7

6 マ ウ ンテ ンタ` イク 19 64

7

ファイヤー キ ャン ドルサー

ピス ス タンフ イ ベ ント
ラ ント

S 27

3 移動中 5 1 7

9 施設探検 4 13

10 1遊 び 漁 茶体験 3 10

11 フ` イ■ ング 1 03

12 その他 32 107

13 不明 3 10

合 月1 299 1000

自由時間でのけかの受診が多い。

活"用 すすo■ ど4ヨ

4= 1

2

|

4

5

0

,

S

0

10

11

12

13

-15-



部2

長庫県内小学校4年 生の

自然体験活動害に問する実態掘査について

神 戸 研 外 国 酒 大 学 教 授

び わ こは 畷 ス ■ ― ツ大 学 教 授

兵取県立市但馬宮盗学校■任指導主事

al兵廓県立南但爵自然学校指導主事

兵票集立南但馬 自然字破指導主専

山 田

中 野

坪 内

森 本

藤 原

議

友 博

久 資

良 孝

尚



1 コ 査のほ要

(■口至の目的

子どもたちの豊かな人間性を育むなど 「生きる力」の青成を目rlとして 兵 庫峠t公立イ■校5年生全員

を対慎に開始された日鉢草確事業は、昭和饉年以来すでに19年を揺遇しようとしている。その問、拭行錆

誤を機う返しな"`ら軍表の充実が図られてきたうF、その重衰や教育幼米は多くの人が翌あるところである。

効果については、経験からの評価のみならず、アンタート調査をもとにした研究の紺共fHどから実証的t

む明らかにされている。特に、自然学校での様々ない験によぅて、子どもたちの内的成長が促されている

こと力!分かっている。

以上のように、兵Breで は、公立イ■校の5年生全員"r自然学校で様々な自然体験を経験することになぅ

ている"r、それより前の段階の子どもたちの現状はどうであろうち、 そこで本調査委員会は、自升学校体

験削の子どもたちであるJ宰 按4年 生の自然体欧の■lltFとその内な、日常の生活央態を把握し、自然体験

の度合いが生活習慣や仕弘 心の在う方にどのような影害を与えるのかを調べることにしたもかつ本調

査て得られたテータを、今後の自然学校事奏など学校敬育1こおける野外教育の展開や、家庭教育 地 域教

育に役立てようというものである。

o日 =射 &

兵韓県下の公立J■ 接28Pの 4年 生1342人を対象とした。小学校の立地地颯、人数、男女については

表1の とおり。28校については、兵取PFの9つ の各地域から平成173T度に南但馬自然学校を利用したイ■

被を11出した。

表 1 日 査対生小学伐 対 象児■ 現 女の内よ

抱は 名 イ■接故 (核) 人歓 (人) 男子 (人) 女イ (人)

神 戸 2 lm S“ ("1%) 傲 (的 0%)

ほ 神1 間 1 76 15(692%) 31 (108%)

ほ 村| すと “ 202 0, (160%) 105(52は %)

東 f18 2 121 m(113X) ?1(碑 7%)

Jヒ"18 チ 2 n 131(ヽ 3%) Jい (“45%)

Ⅲ 橋 8 3 146 04(668勇 ) 的 (132%)

西 捕 ltl 0 230 127 (552%) 1い (118%)

但 馬 3 54 卵 (" '%) 25 (163%)

浅 路 3 130 確 (m6%) 77(55J%)

合  い 閉 1換 2 6"("S%) 664 (“05%)

(母□登方法

児配の自27H験の有無と生活実態の状況を調査するために 自然体験16項目、生活葉梱 顔 目のインケー

ト用紙を作成し、申送法を用いて各関査対象小学校に発送した。平成1存 7月 7日 (木)に 発送し、2週

側後の7月如日 (水)に 回収したも

2 倍 卑と考察

(1)自2町仰曖について

自然体験について 「何度もしたことがあるJ「時々したことがあるJ「したことがないJの 3段席を尺度

とし、「何度もしたことがある」を1点、「時々したことがある」を2点、「したことがないJを 3点 とし

て自然体験の度合いを数値化 (以下、「自然体験件点」)と いう)し た。各項目の自然体験得点と順位を表

2に示した。得点は点敷が少ないて工ど自然体験の4ER″高くなつている。

- 1 8 -



7 Jヽ学校4年生全体のfR向

全体の傾向についてま、「兵tI県内小学校41:生の自然体験活動等に関する実態調査J12告 書 (6 碩 )

に述本られているとおり、自然の中での活動として海やサHでの魚とりや避どの得点が高く、それらt比 ヘ

て山や奈林での遊びの得点かはくなっている。動制物観察や天体の観測、自然を感じる活動の得点は高く

ない。また、農作業、森林作業体験の得点みr機もIIくなっている。

具体的に今回の調査て言うと、日然体験得点カイ高かったのは 「海や川で遊よ」「野栞や草花を植えたり

育てたりするJ「見虫や水辺の出物をll貫える」「魚を的ったり捕貫えたり貝を採ぅたりする」という項目

である。

逆に自然体験得点が抵か,た のよ、「1町で木や桜を切ぅたりする」「田植えや網刈りをするJ「氏本で食

事を作ったり,ン トに泊まったりするJと いう項目である。

以上から、イ■ 校4年生は、山や練林よりもれや川などの水辺をフィールトとして自然体験活動を体験

している割合の高いことが分かる。さらに rtF動の内容も、自然観察活動や自然を懸しる活動より3魚 や

貝、昆虫などを練 する体験の多いことが分かるも世 i山相えなどの農作携や木を切ったりする活動の経

験が少ない。
曇2 各 項目の自館体破縛点とH位

全Ⅲ臨 位 " 目 蚤ど活蜜鉢
般

1 2 海 や"【 遠S(
n 1碑

S ` O S2

2 15 野 茶やtFィしをはえた,青 てたりす0
n

g `

1的

0 5

3 S ■ Ⅲや水辺め4勧 々情=え る
肛

g“

1あ

071

4 10 点 を■lぅたり舶まえた,F4を 確ぅた0す る
Π 178

O d 071

| 16 日 畑りとを併した,4,さ などをする
I n 1■

O d 0四

6 12 0花 や笹をltぅて向かをtTぅたり出んだりする
m 203

Od 0把

? 1 け 登,や 山t速 よ m 207

O d 068

0 8 屋 や月 客 のコ察をする
m 207

0 1 071

0 0 出 栞や木の実などを浜ぅたりする
m 207

S d 076

10 “ 葦 じうゃい,イリ上にまlrんで、にⅢl やヽ転を聴じる
n 210

S d 0い

1 1 6 植 物やど石を出率したりJべ たりする
n 213

O d 0?1

12 11 木 ,ゃ 木の来を使って物を打ち
n 2〕′

O d 0“

13 7 点 のra g声や動さを取率する
m 22

S a 071

1“ 3 野 外で企まを作,た り,ン トこ‖は ,Aり Jる
m 2郷

S a 071

15 14 日 植えや稲XJりをす0
n 237

S d 0円

16 13 とで木や被を切ったりす0
■ 2“B

S d 07

4 い
■ 1印

S d 047

n iSp均値 (nmり 欺値の合計をnt翻 ったもの〉

sd i線情綿材 (ほ歓のアータの取らばり具合を故簡 ヒしたもり)

- 1 9 -



104% 520% 266%

□ 1 「 山登りや山て遊ぶJ の質問に対する回_‐章

何度もしたことがある 時々したことがある した こど力ヽな い 来記入

401% 515比 70%

何度もしたことがある 時,し たことがある したことがない

Sli

□ 2 「 浅や川て遊本Jの 質問に対する回筈革

求言3入

17%

口Ⅲ,■ じたことよぁる

日 t■↓,■ と0 (ある

□したこど打●t

□ヽ■人

05%

□pFヽ したことようち

口叫■し,こ とようる

DLた こと,4!

口■tiス

来 記 入

10%

BⅢ ,も ttこ と,あ S

口Ⅲ々じてことようち

口 し■ こ とおiな い

ロエF Fス

何F_Fもしたことがある

何度もしたことがある

149“

|
|

20ヽ

□ 3 「 野外て査革を作ったリテン

時々したことがある した ことが ない

106% 495%

C01            30

卜こ白まつた りするJ

101“

の質 Jに対する回な率

ハ
Ｖ

０
０

時々 したことがある |

0 3 1 %

したことがない

3 7 7 %

来記入

0 3 n d

n、 401 10ヽ i n o、

の質問に対する回客草□ 4 「 草むらや養っどの上に壊転んで に おいや風を感しるJ



40フ %

| ! |「

i何度もしたことがある

196 %

4 3 4 %

T 「 |¬

時々 したことがある

473 4・

, 5 7 %

lil

したことがない

323%

ネ:こ大

0 2 %

BOに もしたことわあS

●工■し■こと0あ 4

8じ たこと|(■い

1 0ヽ E大  _

未 :己入

01%

E'三 も●Li■ ■ある

0い 々け=ことわJち

Dし ヽこと" 4 (

8え 二人

末記入

01“

D  Ⅲl ,もしたことI" `

口 い 0 し た こ ともてあ る

0し たこと■'そ

□^ I :人

未記人

04%

口 ,:E`tr■ tO(h`

口 い ,↓ た こ !お う こ

□ した こ と"(な い

0■ に入

したことあてある したことうヽないしたことあ(ある酵
・　
Ｈ
‐―||十1キ| ||!

●ヽ            70ヽ 13ヽ Sdl じ3ト

国5 隆 虫や水辺の生物を権まえるJの 質問に対する回答苺

0ヽ “0“ もい

園0 「 悔物や岩石を観察 したり調べたりするJ の質問に対する回答嘩

何慎も

|     _

したこと力てある 時 々

173 %

したこと力てある

コ52“

した ことが ない

0フ3%

した ことがな い

280%

|

―
　
　
ビ
ロ

al、 く0ヽ ioSヽ0ヽ

口度も,たこと力`あ0
2 2 0 %

「烏の鳴さ声や動さを線療するJ め質問に対する回答車

崎 々 したことが ある

48 7 %

0  `            2,ヽ す]ヽ

の質問に対する回答壊

2i

国 8 「 里や月 奴 の盛家をするJ

「]Jヽ



何度もしたことがある 時々したことがある したことがない

319%253% 42夕拓

2●■ 4●■ 101ヽ

田 9 「 山要や木の実などを末つたりするJの 賞出に関する回答暮

したことがない

161町

十1 +|

末記入

06%

□Ⅲにもしたことわ(ある

日 [ ,ヽし たことおイある

□ したことわr4ぃ

口 末:E大

末:己入

02町

口 ■,ILtこ と,(b■

コ ヽ0し にこと,(あう

0し たこと“■い

□ ■,メ

末記入

01勇

口 「Iう したこと｀ある

0■ 々したことヤある

0し ヽこt● 4い

0■ iえ

何度も したことがある

190 %

何度 もしたことがある

288 %

る0し たことがある

101“

時■ したことがある

46 8 q d

した こと力iない

36 9■

したことがない

206%

|

何度も 時々したことがある務
Ｍ
Ｉ

したことか

38 450“

0  ヽ         2 1 ヽ          1 ' ｀         すJ !          H O i           l l

国 0 「 自を詢 った り橋まえた り員を,,た りする 1の 資憎に対する口を草

L

|  ヽ           ぞ0ヤ          すU i

□Ⅲ 「木々や木の実を6Fつて物を作る |

| I            Ⅲ n

め資はに対する回誉車

ネ記入

0 0χ

ロエEも したこと拘て高さ

口 ■■じてことわ(●る

日 したことIを Ⅲ

I□■l E入

0  ヽ           2 0■          4                ｀           0 1           1 1 ) J■

図12 「 草花や笹を使って何かを作つたりllんたりするJの 哲間に対する回答率



臨座もしたことがある 時々 したことがある したことめヽない

'       177勇

日■産ヽしたことよある

■時々じヽこ■イ,S

口 したことわてこい

0ネ ロA

何度もしたことがある 時々したことがある したことぶない

8,r、 し、こt“ oこ

口"■ しヽ こと“OS

Oし ヽことよ0い

0末 ●●A

国13 「山で木や技を切つたりするJ

|

の空間に対する回答率

１
，田

ｉ
「日伯えや稲刈りをする」の質問に対する回答率

馬Eも したことがある 時々したことがある したことお(ない 未妃入
430% 44ア % 116% 07%

日 ,産 0し ヽこt“ ある

日時々じヽこ■イ0●

口 したこと江をい

ロネロA

日15 「野車や草花を植えたり育てたりする」の質問に対する回答率

何度もしたことがある 時々 したことがある したことお̀ない 未妃入
325% 450% 221% 04%

コ "宝 もしヽ こ■“EIS

口成すしヽ こと江ちこ

口 したこ4“ ,い

0懇

図16 「 田畑のとを続したり草引きなどをする」の質間に対する回答率
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11

イ 男 子児■と女子児童の自憾体験得点

現ヤ児格と女子児童の自然体験得点を算出してRRとを,Hした。てして項目ごとに男子姓tと 女子児竜の

自然体験4よ点の平均値とtrttllt丼を示し、平均値を比校するために,故定 (ヤ均値のとの枚t i ttnlとす「

1資の平均1にの矛が意味のあるtの かどうかを強定するもの)を 行ぅた。その結果が表3で ある。

販位でt4ると、現子て14「!せ虫や水辺の生物を‖まえるJの 作点か最も高く (150、SD:0御 )、女子

ては 「rF業や草花を糟えたりrrてたりするJの 料末"【震`高 かった く160、SD:064)。

また労女で順位が大きく択なる項日 ユ、「昆虫や水辺の■物を浦=え るJ(男 子 1【“ 女 +6住 )、「草花

や笹を使って何かを作ったり地んだりするJ(り)+1ll l 女子5 fl)、白h豊りや“て IIよJ(男 子6位 、女

子111め となっている。理に“付|↓が同じ項目は、「れや川て遊ホJ(21ヤ )、「魚を釣ぅたり11まえたり長を

経ぅたりするJ(3位 )、「野外て食事を作った,テ ントに泊まぅたり"ち J(14位〉 「い納えや稲刈りをす

るJ(15ヤ )「 」で木や慌をljぅたゥするJ(161r)で ある。

‐
―
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｌ

ま3 自 然体酸得点の順L男 女,」の順位

旦≧納1錘
2 21 |

項      H

グ 蔵 ⅢⅢて整よ

急楊 祈 1新 ト
1“

0的  i ni

拠
Π

6 S 11 ,0

s d   0 62   0 63

2 4 1 15 ',代や■花をllえため,て たりする
Π

も d

1唖

0 6 7

1 ,6

0 7 0

i60

061

Ⅲ Ⅲ

3 1 0 5 'tよや水辺の41勿を加またち
1 1 )

, H

1 7S

0 7 1

1 5

060

2 0 0

0 6 9

130

! 3|
10 lrを"っ た,縮 まえた"Hを rHった,す

る

m      1 76    1 ,0    1S7     ■ 6

s ( 1    0 , 1    0  6Ⅲ   O砲

6 b 4
19

d 1 073

|  , 9   ,印
1  0,5    0,l  i

m

S

■ S

1 16 Ⅲ
lHり【tを対した1,Ⅲ,さ などをす4

6 1 1 5
2 ,tイをや「をttって11,■|ぅたう逆えた

めする

】【i

さH

2 0 5    2 1 ,

D,olo市
1 , 2

0拘

62

67 11 1 口,0ウや山て逆よ           |‖岳
20F

0 6 S

200

066

216 1  “ |

06n  l   i

6 3 a Ⅲ l," 客 の投軍をする D ST
m     2 0 7    つ てコ   2い

ヽd 1 0■  O m  O ' 1 1

0 7   S i O 山 ☆や木の実などをRぅ たりする
R】

ドd

2 0イ

0 7 6

20日

75

205
nS

0,6

10 10 13
“ ⅢtうゃにっFの「にた“んて におt｀

やblをなしを
】l i

ヽ |

2 1 9

0 , 3

2 1 5

016

2 2 3

0 7 0

21

01 1 10 6 “ 物やi石 を取軍 した,却 べたりする ■ ヽ

コ

、d  O Fl 0,3   0磁

213   ,12 21“

12 セ
|,lⅢ

水″や木の支をい て物を作る
   |]戸

2 17 2 2

0 7

2 1 3

0,1

20

074

15 10 12 7 1tの Ⅲlさ十1や加さを取“■を
H】

S a ギ牛卜帯|
2 1 ,

0 1 0
n●

14 11 14
3  W 4て 査HIを作ぅた,アントに平まった

めする
1ゆ

S d

2 2 9    2 2 8

0 , 1    0 , 1

210
D S

0,1

16  1  15
Π  1 237

15 1lⅢ Ⅲ“えや福刈りをする
         十  Su  o神

23,    201     32

0 7 5  1  0 , 0

l l

上 |,上 空 上
お 前で木や技を切ぅため,|_ _ _

全

n

S d

in

もむ

2“3

0 7

1印

a b

'4

,T

“0

２
・０

１
一〇

脚面一加〓ｍ

市
一空
一　
ぃO H7
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哀 4 地 域による自然体験得点
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んだけする_~木 々,木 り■を位 て 物,1ち  り ,■ にて工る

明■Ⅲ比J(や“  !■ ="採 【汗Jう 1と りなどれたす;■助い峡i夕 くしており 々 r it″,フ ト

′しを市てるなど● (Ⅲ 取り1lJi片Jル タ1,

, i

ウ 地 域による自然体験得点
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であつた。“!‖ 西 橋癖、阪神」と、」ヒ播磨地区の出然lt験得点か高く、厳縛市 Ⅲ 捕 n 渋 路 tIP声地区

の得点"IIい 。

FR目ことにみても、ほとんどの項目て但冊 酉 橋瞬、版神北地区の日抹体験r)点が高く 阪 神南地区の

得点が帆くなぅている。ただし 「海や川て遊■てJ rr は 、阪神北地区がほ`高 く (156 SDi061)、 阪

神南地区の1,1 もヽ高い (164、 SD:0磁 )も「山格りや‖て遊=iJ項 日については は 川南地区"F最も得点

が高く (1榔、SD 1063)束 補崎地区の掛点州 fい (227 SD1073)。 「L和 えや冊メ‖りをするJ項 目

は、イ,押t地|スカ(胡くなっている(160、SD i066)。

地城ごとでは 1,馬 地区の 「田植えや純X」りをするJは 60 SDi066ヽ 神,itt Xの「」I栄や草イとを和

えた,市 てたりするJ(■53、SD i062)、版神市地スの 「‖格うや山て遊it(■ ln sDi063)の 項目

における自然体欧件点がFR著に高くなぅている。

‖声 取 tr地域と長庄刷 ヒ部地域では 自 然lA験にた力泌いうれる。これFユ 把 域の向然府14等の建い

"ら のイとも考えられる。

3 自 然体&ど 生活実態との関係

い)自然体験の実能状況

自然14取につドての質問16項日の回苔を 「1イ収もしたことがあるJを 1■  「時″したことがあるJを

2点  「したことかないJを 3点 とし、16取Hの H″均よから 「自然体験V2ju富なりとよの‖ド(100点 ～150

点)J、「ri仏体験わ̀少しある児童の辞 て15J点-250点 )J「 14体 験がほとんどない,こkの ‖【(251点～

300点)Jの 311に分けた。

2,生 活表題状況

生活央はについて 「基本的生活習慣J「引性J「陥.RIPrJ「rR優性ちf Fnl上じJ 初 を大切にするJ「字』

恵欲J「興味閃,こJ「思ヽヽやりJ「責任感 1を門うrr‖についてを4項 目と 「n分 わⅢ,きてあるJを 問う項

目について214卜の汁12項日を、「とて`肖 てはまる|1少し当てはまるJ「あ=り Jて ↓まらないJ「全く

当てはまらないJの 4段 階尺度で質はした。各収 の 44‖Jは表5の とおり。

表5 生 活実ほ状況42項 目

と本的t話 ‖頂

自分りヽち物などのα担やヽす ,か千言る

朝 人にとこき114くても 自分て笹=ることかてさら

kわか工(てきる

テレビを1とる0,市を水いていろ

ぶしt こヽのかちる0中 ヤ (に ■ってもうえなくても4宝‖てきち

村峰や作茉などRA鴨 くjTA,11む

したい辺びや'一 ムなち,て  ヽよ bら れた‖h折ⅢⅢⅢⅢrすろ

ほか立 て も“|,ちをおさえること,1てきる

自分けiな ことをビ」 み んなど市長(遊 べる

!  自
分かち′tを と ,て章■てことかラヽ

車貞や サー/― を付Ht的に,さ =チ う

しなけれイてヽ 卜,ないこと 1人に類 ●す自分て考えてヤう

耐‖

臨前ヤ,

登●Pl

- 2 6 -



向上心

自分の夢″実現するよう野力している

今より草習力や通助力がつくよう寄力してt るヽ

自分″で言ることをさちに指やせるように野力している

自分のことは自分でするように努力していと

物を却力にする

目ってもらぅたりいただいたもりは大切に使う

みんなて使うものユ大切に使う

4k14替やノートに活督営をしない

もりをなくしたり忘れ窃をしない

掌留意欲

新しいことを学本こと,好 さてある

夕の 技術や知数を身につけた人,こなりたい

家魔学』をかんぼっている

分からないことなあると、すぐに調べる

興疎師心

自然のいで避んだりしていると、新しい発見や不思議に檀うことがある

自分はいろいろなことに祉概する人間である

図態などをよく見る

学校で学習したことを、家で`試 してみたり確嫁 したりする

思 いや り

友連打因ぅていたら助 ナてあチる

車花や動物の世話をするのが,き てある

人のためにfTかしてあチるのあす好さてある

櫓子の立場になって人り気持ちを考えることよできる

家0人 や先生に輸まれたこと1よ、雄″,す こ実行する

告接での自分り採ゥリ仕事 ↓ 最 後まで喜,ん とゃ,速 メな

核片付 ナや人り擦なるような仕事でヽ自分から進んでする

突炊しても他人のせヽヽ1こしない

自分打好きてちる
自分の長所"た くさん音える

自分りことが好きで占る

13)自然体験の実憩状況と生活実顧状況

自然体験の実態状況3群 と生活実態状況4群 をクロス集討した。結果はグラフのとおりとなった。/=

乗検定 (クロスABl表の独立性の横め の結果、全ての項目 ettB)て 、自然体験の実態状況と関係が

見られた。つまり自然体験が豊富な児童ほど、「基本的生活習慣か身についている」 「耐性があるJ「 協

繭性がある」 「積極性,FあるJ「 向上心"1あるJ「 物を大切にする」 「学習意欲力対E盛であるJ「 興味関

心がEF藤でぁる」 「思いやりの心が強いJ「 貧任感が強いJ「 自分が47きであるJと 言える。

- 2 7 -
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園23 「 目搭体験」と 「したい遊どやゲームがあっても 決 められた臨番があれば守るJの 関係
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査〈当てはまらなモ1   窯 口奮あまり」てはまらなtとても当て よまSI少 しま」て ままな

自第Aほ 水こ■,子 の洋

2C O“ 1      441"

自森にほJ==な 子04

自然にはよ少しある子のF

自体い0江 にとん`な い子の葛

は    1い     て い    h   n   tt    n    7、     ぃ     0   1い

|口とてこ当てFtまる 日すじJて ままる Bあ まり当て |=ヽ 4い 0全 くヨて 1吉 らない 口宗E宮 |

自琳い,“ 少しある子0革

自お宗0よ にとんどない子の辞
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Ⅲや海を自然体験のフィールトとしている。4U栄や慨沖| あ る  ヽす工作など感性につながあ体験は少ない。

日lmや盗林でのPrr作米やぶ林作業などの体験ガセ し 、ヽ

自然体峡の■体をして,J女の述ヽヽか製れている.')「 は,はよや焦 Rな どの標火活切 山 登りなど活尭

な活動体験をラ(し ており 々 子は'ラ フトや■イとを付てるなどしっくり取り打む活動″夕い。また jl

域の自然環境子の地いも現れている.

原体験としての出A体 験を持っていないイ!も たち"夕 Ⅲヽ与代にとって ■ kttriの 中て本物体験 Et

接体験 としての出A体 験活動の織全を確保することイI 大 変重要てある。兵はりⅢⅢにおいても地域によっ

てltrPの内容"!父なっているっ男女それ=■ に活幼り,十改,11て いる体験 もある.

今後 特 に 出 然体験け;の 低い内容の十な取についての機会をr然 学後の中や,校 の4rl有課程で設定す

ることか必要になってくるとちえる.

(2)自然体験実は状況を生活実態

今回のHnrIか ら 「ri松体験のや肩な児立 |ほ ど 「サヽ本的4活 習lJが身についているJ「 耐‖t"あ るJ
~協

調性があるJ 積 極‖かある_「 向上 とかある十 1も のを大切にする| |!十切 g欲 ル抑【喘てあるJ「 象

味関心か庄ぶである 「 はいやりの亡あ`“中l dfiさ が的い_ 千自分わ“,さてある と いうことが明,

かになっている。このことか, 自 ム体験活動を行うことて様々な幼梁かPJ付てきる。 しかしなが, 単

に自然体験活動を行うだサてなく ど んな日的  肝 て■の白共体験活jjを ,Fうのか す=ギ希かどんな思

いてその活動を行うのか明fFに していく必要があるとちえる.

(3)自然学校10の援環

今回の調査から 今 後の自然学校の実胆Jセびに■は現L2ての自久ll験活動の文加にお ナろlE準をll下 に

4 ま とめ

今回の潤■から 次 のようなこ

t)自 然体験の実ほから

述べる.

活動均'7について よ、‖や高原、

残富などが味わえるキ‖〕てあるこ

ある。

里』か廷力nサ■7ィ ールドであること 央 しいすり子てあること 達

とか児ヽ!こrl解されるように ブ Cグ ランを ,大することが1必空て

車花の投培や供ni栄体吸などでま、一旭|にていなく途Ⅲのを理プロセスをい敗てきるようなT大 が必

- 12



要である。

「祖物や岩石授繁研究」 「鳥の鳴き,Fゃ動物の動きの観察研究J「 よ!や月 雲 の観紫J「 H葉 や木の

実の採集J活 動などをえ来させるも

生活留慣を整えるブ0グ ラム (食と運動、睡眠 PI境 を考えた生活なども配慮)を 実施する。

FI然の中で活動することが重要であるが、8撚 の中にゆっくりとりをゆだねて様々な気をさや心地よ

さを1味わわせるよう配慮する。

1然 物クラフトや野外炊lllなどは、多くの学投力F来施する活動である力く どのような沼勁でも あ る

いは宿舎での生活においても 最 後の後片ヤⅢすも重要な作業であることを意議させる。

自然学校は、友だちのBlさを発見できる良さ機会であるもだからこて、活動後の振り返りや気持ちの

分かち合いが大切である。

n然 学校では、児童を待ってやる時間がい保できるため、児童が本米liぅている興味関心や'f奇′bを

担なわないよう、ゆとりあるア●グラムを紙む必要みをぁるも

自然の中での新しい発見や不思議さに気'か せるためにも 自 然とされあい 目 を向けさせるための

子立てをおしていく。

数■を践れてのEI紫の中での学習の場であることを十分に本まえ、学校で よ体験できない活動を取り

入れる。

奪考文献

1)独 立行政法人国立オリンttック池合言少年総合tン ター (2004)十少4tの自然体験活動年に関する実

態斎rt報告書、独立行政法人日立オリンビッタ記念首少年総合センター

2)兵 Hて県立雨但馬自然亨校 (2005)兵庫県内小学校4年 生の自然体験活動特に関する実態耐rt報告書―

ダイブ,ス ト版― 兵 は, ヤヽ J但吊自然学校
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して 力■t '■ , ,ど うとう よ オ じつたいら■,さ

この調 査 は テス

, )じ      わ =

を↓

Fn5 3

とヽ

(″   t,ぅ tさ nご う      に オ

J細  出 席 番 号 「 J季 )

2 女 子 )

(0はそれぞれヤ 月レ〕

とさとさ

( 2 )

( 3 )

( 4 )

( 5 )

草むらや葉つばの上に寝転ん(

( ■ 何度もしたことがある 2

昆 と や水辺の生 物 をnFま える

!韓 ,や 瓜を感 じる

lj4したことがあ本

3  したことがな,)

3 したこと力Sな,,

3 し たことおla)

3 したことがオ付)

( 3 )

( 7 )

″ヽさヽ    さ   ユ

(0)山 雑や本の実などを裸ったりする

( 1 何 度もしたことがある 2 時 々したことう【ある 3 し たことか`な,S

さお″  つ      つ カ わⅢ  と

(101 魚 を的つたり結 まえたり貞を擦つた,する

( ■ laJAもしたことがある 2 時 ●したことがある 0 し たことがな,)

自然仰険活動等に関する実態調査アンケート

間 2 あ なたの卓 級 と出 席 番 号を争 てヽくださ,、

数字を0で 囲んだり 「

tt 4(Ⅲ Ⅲ か し ,

間 1 あ なたの学 年を善いてくださ↓ヽ           (小

" i ,■いう

(学 級 :「

すい六つ                        た ん●

あなたの性 ,1に  … … …  … … ( l IPJ手

門 4 あ なた1と

つて

次のことをそれぞれどのくらいしました,、

AI う `0 ,う 0 ■ イルイ

(例 )朝 日や,日 を見た  (O 何 度もしたことがある 2 時 々 したことがある 0 し たことjtなり

(1)

2 時 イしたことがある 3 し たことがな,,

2 時 々したことがある

卜におまったりする

2 時 々したことがある

( さ うえ ヽ ころ

ヽまりに   ヽ ■ あ =

山 整 りや山で遊ぶ

( 1 1,度もしたことがある

う, ■ , あ そ

海や川で遊忘

( ● 艇 もしたことがある

野外で食 事を作ったリテン

( 1 同賀もしたことがある

( i何 度もしたことがある 2 時 力したことがある

しょ( rつ  す ヵ、さ ち‐ さつ    し ら

(6)植 物や岩 石を観 索したり爾べた,する

〔 l 確 もしたことがある 2 序 ●したことがある 3 し たことがrrV)

と,  4  =え  ラ イ  カ ルさ今

鳥の購 声や動きを概 弟する

( 1 1町度もしたこと力てある 2 PT4し たことがある 3 し たことお1な↓)
1とし つ さ く t  "ん ヽつ

星や月 雷 の観 京をする

( ■ 何度もしたことがある 2 時 々したことがある 3 し たことがな,リ

0ょ う=,と ,つメイチヽしましせ方江‐こ,

兵 庫 味立 南但馬 自然挙棋

おも       こ た            を よ う

卜ではありませム4あ なたが思ったとおりに答えてくださ,、 ()の 中の当てはまる

'     iう こ   '

」に当てはまる数宇などを帥 てヽください

, 1 (ゥ●ケ      わ "せい

学 は 「 J年 生)

とt "つ ど車う し ,うせさぼんtう  ,
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`D木 ″や のヽ央を使って物を作ち

( l mIも したことヵ`ある 2 時 々したこと力【ある

う モ

6 2 )● 花や笹 を使 って向かをltつたりjrんだりする

( 卜 何度もしたことがある 2 時 ″した=とがある

■■ さ  え だ  ざ

い)Ⅲ ● やヽ杖を切ったりする

( t lntもしたことがある 2 時 々したこと″【ある

on Ⅲ植え師 "り をする

( 1 ヽ成3したこと力̀ ある 2 時 オしたことがある

ヤ■ヽ (さ てた  '     ■ ヽ

(19 rF束ゃ草 花を伸えたり市てたりする

( 1 イ"Iもしたこと力`ある 2 時 々したことがある

3 し たことう`ない)

' し たことわ'「い)

Ⅲ したことかな1,

! したことがイミ')

3 し たことかなHj

● ■● つ ら ,′ や    く さてト

66)い 畑の上を 排 したりrtけきなどをする

( L何 資もしたこと力:ある 2 時 イしたことがある い したことがイ1↓,

どい          う ざ                   Ⅲ                       ひ !

問 5 Frkなたは 次 のことがそれぞれどのくらい世イて1+まります力、 (0はそれそれ 一つずつ)

(例)脱 いだ靴はそろえる

う         す ● '              '             |→ t  r

(①  と ても当て itる  2 少 しHて |ままる ●  れ まりⅢイてはまらない 4  全 く当て iまらなV,

ti■  t  Ⅲ Ⅲ    tt l  ,, サ

(1)山 分の時ち物などの整理や't付すがてきる

( 1 とてもヽて1ままる 2 少 しヽ て1ままる 3 あ まりHてFままらない 4 全 くJてはまらない)
力ヽ ひ と わ ti々  お

(2)W 人 に起こさヤしなくても出分で起きることができる

( ■ とてもJてはまる 2 ク し首ては■る ● あ =り ヽて,ま らない 4 全 くヽては■らな,,

(3)強 拶かでetろ

( 1 とて(】Ⅲてはまる 2 少 し当てiまる 3 あ ま“Ⅲlて【まらない 4 全 くЧて まヽらない)
工  ↓ イを  さ

(J),レ ビを見るOi‖Hを決めている

( 1 とてもJtてままる 2 少 し当て=たる 0 あ tり Hイては=らない 4 ■ くH“てはまらない)

(5)欲 しいものがあるni す ぐに双つてもらえなくてもが■んできる

( ■ とてもJてはまる 2 少 し当て !よる 3 あ ま,ヽモlとまらない 4 全 くJてはまらな↓)

(6)fll除輸作 来 など根気如 く取りfIIむ

( Ⅲ とても」てはまる 2 少 し当ては“る 0 あ =り ヽてままらない 4 全 く4ては【らな0)

●=                さ       ■ =■に,      I!

(7)したい遊0やタームがあってく)2HLめられたM帝 力【"uイ する

( 1 とてく)■て1ままる 2 少 し当てiよる a あ まりHlてはまらな↓ヽ 4 全 く当て十iまらない)
111  た さ  す

(8)胆 が立っても気持ちヒふさえること力`できる

( 卜 とてもJlてFiまる 2 少 し当ては■る モ】あまり てヽイiまらな↓ 4 全 くⅢlてイままらない)

tナオⅢつて イ■ 工 |イ

(。)山 分勝iな ことをfす みんなと仲史く出末ち

( 卜とてもイてはまる 2 少 し当て111■る 3 あ まりヽて1ままらなV  ヽJ 全 くЧて1■まらない)

11 ″
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ざ= '■ 1て           ヽ ドt l

00)み んなと 脇  力 してそうしなどの‖:紫わ1できる

( 1 とても4て十iまる 2 少 しヽ て1ままる 3 あ まりWイ(1ままらな↓ヽ

(11)十分1動 りヽし、末らす 女 だちの 活 もしつかりjf卜する

( ■ とても〕̀てはiろ  2 少 しHtてはまる , あ まりHtてはまらない

せよた ち ″t 十 」|た ■ たす            ざ

(12)r分とほ うこj4や与 えても しつかり聞くことがや る

( 1 とてもヽてはまる 2 少 し町てはまる Ⅲ あまり てヽ工まらない

4 4く 当て1ままらない)

4 全 く当てはまらない)

4 全 く当てはまらなV)

4 全 くJて はまらな,)

4 金 く当てはまrjなし,

4 全 く当てはまらな↓う

4 全 く当てはまらな立う

4 全 く当てはまらな,,

4 全 く当てはまらない)

4 全 く当てはまらない)

4 全 く当てはまらな うヽ

4 全 く当てイままらな↓,

4 全 く当てはまらなV)

4 企 く当てはまらな↓)

4 企 くJて はまらなV,

4 全 く旨て1ままらな↓,

4 全 く当てはまらな↓〕

↓ 11  1

“3)人 に言拐 ■なくても自分から進んで行 動する

( 1 とてマ) てヽはまる 2 少 しヽてはまる Ⅲ あ ま,Ⅲiてはまらない

d“)山 分から友だらを誘 って遊どこと力〔夕い

( 卜 とて↓Jてはまる 2少 しヽてはまる 0 あ ='■ てri=らない

【4+iぅ せ ヽ t (て J  O  )

“6)"1長 やリーターを取 極 的にりき受 する

( 1 とてt) てヽ1=まる 2 少 しH`てィ=まる 0 あ まり当てはまFDなぃ

0!       ,iた  ,4■

66)しrtければV すヽなぃことは人にたよらず自分で ちえてする

( 1 とてもヽ て1ままる 2 少 しⅢI(1 まヽる ● あまりH`てはまらなHヽ
riた   ,,

(17)f分 の事″`かなうように坊 力 している

( 1 と ても肖ては=ろ  2 少 しⅢて1■まる Ⅲ あ まりヽてはまらない

(18)今 よりもうと学 部 >ヽ速 勧ができるように努力している

( ■ とても当てはまる 2 少 し■てはまる Ⅲ あ より」ていまらない

tⅢ t ■       ■ ,■ (

(19)rl分ができることをさらに抱Fjtる にうケ ノ′している

( 1 とてて)J(1■まる 2 少 しちてはまる 0 あ まりヽ てはまらな↓ヽ

L】 な どⅢす(

セ0)巾分のことい■分でする1う努 力 している

( 1 とてもJて1■よる 2 少 し■てはまる 0 あ まり■てはまらなVヽ

■tど う Ⅲ Ⅲ

01)Hっ てもらつたりいただいたものは大切にlIう

( 1 とて`!tて1まえる 2 少 し■て1とまる (1 あま,Hiてィiまらない

たt  i卜 ,    ,,

(22)みんなで世 うtJのi大 切に使 う

( 1 とても当て1ままる 2 少 しⅢtて1■まる 3 あ まりHtて1ままらない

い)改 科 書や″―卜こらくなどをしない

( 1 とても当てはまる 2 少 しH`てはまる 3 biり ヽてはまらない

,す  て い

(20物 を拝くしたりされ物をしない

( Ⅲ とて 当ヽてはまる 2 少 しHlてFユまる 3 あ まリコイてはまらない

(労)新 しいことを学どのが ′々きてある

( 1 とてく)当てltiる 2 少 しちてにまる 0 あ まリイてはまらない
イ Lさ   ざ しⅢ   ■

(郎)| ろヽいるな力,誰や主 lAIを身につけた人になりたい

( 1 とて1)Jて1ま=る  2 少 しちて11まる ! あ まり■てはまらない

- 1 6 -



' ■ い' ( 1 " ち

O r )家 に どμ 世 をがんばっている

( 1 2tても曽て1■まる 2 少 し当てliiる Ⅲ あ Fり 当てはまらない

i と■ん  ti

(28)分″らないことがあれ!よすぐに■分で出末る

( 卜 とても肖(1ままる 2 少 し当や i■る ` あ まり当てはまらない

t tFん を , あ t

(2)自 然のⅢで遊んだりしていると 新 しいうこ児や 1不宙霞だなJと思う

( 1 とてもヽて1ままる 2 少 し当ては苫る “ あまり当てはえらな↓ヽ

|ろ いイ Ⅲょうせた

●0)色 々なことに朝こ機 (チャレンジ),る ことが夕rきである

| 卜とてセ】■てltまる 2 少 し当て1■■る 0 あ まり当ては■らな↓ヽ ■ 令くJて1■■らなV,
●

(31)閉贈を■ることが'台 である

( 1 と てt) てヽliまる 2 少 し当て1■まる

■ ↑ くJてはまらな,う

■ ■く当てい=らな0)

こと, れ`る

4 4(■ ては■らな1,

3 あまり当てはまらなH  `H 4く ヽてはまらなV)

確認したりする

0 あまり当て1■まらなV  ヽJ ↑ くヽては言らな''

t を        i′

62)字 枚でヤ 世 したことを 家 ても試してみたり

( 1 とてもHてはまる 2 少 しヽ て1ままる

1 3 3 )友だちか ■つていたら助 けてあすち

( J とても当て1ままる 2 少 しJイては■る 0 あ まり当て,iまら'rい

(さ 【4 rlよ う  ど ,

la“)荘 ィとゃ助 物の“偏吾をするのか好きてある

( 1 とても当て1ままる 2 少 し当て11=る 0 あ まり首てliまらない

|

1 3 A )人のためにlrrおを してあ1テるのか"さ てある

( 1 とても笥てはまる 2 少 し肖てい にる 0 あ iり 当て1ままらない

あ1 て  た イ1イ

(師)梅 手の V鵜 になって人の知今ちを 考 えることができる

( 卜 とてもヽて(■まる 2 少 し当てはikる Ⅲ あまり当てti=らない

いた 0と  “!ル■  ヽ た の

G7)家 の人や先 4にに額まれたことは い靭 ら`'1こ柴 イiする

( い とてもЧてはまる 2 少 し当てlitる 0 あ まり当てはまらない

381学 横そのⅢ分の 係 の仕すは 投 後,にできちんとやりとする

( い とてて,当てはiる  2 少 しJ(1■よる Ⅲ あ まり当ていまらない

lJJl後片付けや人の時がるような仕事でもtI分から進んでする

( 1 とても当てはiる  2 少 しヽ て1■まる 0 あ まり当てはまらない

“。)失 敗 してt)他人のせヤHこしない

( 1 と ても当てはまる 2 少 し肖て11=ろ  0 あ ■けJてはまらな,ヽ

〕

は1)自 分の 受 所 力|たくさん言える

( 1 とても」て1ままる 2 少 し当て iまる 0 あ とり当てはまらない

02)自 分のことが好きである

( 1 とてt)Jちてliまる 2 少 しJて i=る  0 あ iり 当てはまらない

4 ■ く
Hlて,まらな,〕

4 企 くヽていまらなIリ

4 在 くW`てはまらな1)

4 4く Чてはiらなi,

4 全 くHてはiらな,,

■ ,(Jて は=らな,う

4 全 くヽては=ら な↓,

4 4く 」てままらな↓)

 ヽ4く イて iまらな立)

4 4く Jlて1■まらなH)

これでFFわりでえ ありがとうございました
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